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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 4年 10月 

〔漁 業〕 

・ 10月の漁獲量は前年を1,670㌧上回り､漁獲金額は前年を9億2,100万円上回った｡漁獲量では､

広尾地区のイワシ漁が好調で全体の9割強を占めている｡底曳網､定置網､カレイ､タラ･スケソウ･

ブリ漁が前年比大幅に減少｡漁獲額では､底曳網､定置網､イワシ漁･昆布が大幅に増加している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ ホッカイドウ競馬の10月25､26､27日の14回6日目まで79日間の累計発売額は､門別競馬場を含む

道内のＡｉｂａ(場外馬券発売所)やインターネット発売で､計480億1,394万円(前年度対比

98.11％､計画比120.70％)となった｡ 

・ 静内地区で収穫された新米の出荷が始まった｡初出荷分の約10㌧全量が1等米だった｡低温と長

雨による日照不足で品質が心配されたが､水分量やタンパク質含有量は良好だった｡出荷量は約

460㌧を見込み､しずない農協のブランド米｢万馬券｣は昨年と同じ84㌧の出荷を目指す｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は1億6,400万円で､前年を2,900万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は10億9,400万円で前年を4億4,900万円上回った｡ 

・ 10月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､2件で､前年を4件下回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 浦河町内の柵山水産が日高産の高級魚キンキを使い開発した｢きんき切り込み｣が､本年度の北

海道新技術･新製品開発賞の食品部門で奨励賞を受賞した｡切り込みは刻んだ魚を塩や糀で熟成

させた珍味｡培ってきた製法でキンキも商品化した｡同部門では日高､胆振管内唯一の受賞｡ 

〔観光・その他〕 

・ 秋晴れの連休中日､襟裳岬には､久しぶりに大勢の観光客が訪れていた｡9日正午過ぎの駐車場に

は､札幌や帯広ナンバーを中心に乗用車が80台ほどと､札幌からの観光バス1台が駐車していた｡

この日の襟裳岬岩礁帯は､西側は白波が立ち､東側はべた凪のコントラスト､西海岸はアポイ岳

の稜線がくっきり見え､東側は緑化事業で蘇った百人浜の森林帯と､美観を添えていた｡ 

〔雇 用〕 

・ 10月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を4億4,900万円上回り､町

発注工事は前年を2,900万円下回った｡建設業は､業者間格差あるが､手持ち工事確保している企

業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を1,670㌧上回り､漁獲金額は前年を9億2,100

万円上回った｡広尾地区のイワシ漁が豊漁で､前年比3,766㌧､5億3,300万円増加している｡10月

末までの秋鮭の総漁獲量･金額はともに前年を上回っているが､庶野～えりも岬では前年を下回

っている｡一部の水産加工会社は､オホーツク･日本海からサケを買い付けし稼働しているとこ

ろもある｡飲食業は､来店客は戻りつつあるも､コロナ感染者の増加や材料費の高騰で厳しい状

況は続いている｡えりも町では｢えりも海と山の幸フェスティバル｣が3年振りに開催され､観光

客や町内外からの来場者で賑わっていた｡個人消費は､燃料価格､食料品の値上がりが続き､家計

を圧迫する要素が多くなっている｡地域商品券を発行している地域では､食料品や灯油･ガソリ

ンに利用する人が多く､個人消費は若干ではあるが拡大し､地域の活性化に繋がっている｡ 



２ 

 

〔沿岸漁業〕サケ､ブリ､カレイ､タコ漁等｡〔沖合い漁業〕ツブ､メヌケ､キンキ､イワシ漁等｡ 

総漁獲量 33,353㌧・総金額 33億5,500万円(前年同月比 1,670㌧増・9億2,100万円増)｡ 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

定置網漁…………… 

底曳網漁…………… 

カレイ漁……………   

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

イカ漁……………… 

タラ･スケソウ漁･… 

 サンマ漁…………… 

シシャモ漁………･･ 

イワシ漁…………… 

昆 布……………… 

 その他……………… 

1,246ｔ ・  819百万円 

738ｔ ・ 261百万円 

86ｔ ・  25百万円 

21ｔ ・   19百万円 

12ｔ ・    4百万円 

96ｔ ・   75百万円 

289ｔ ・   97百万円 

86ｔ ・   42百万円 

56ｔ ・  127百万円 

30,361t  ・ 1,433百万円 

227ｔ ・  374百万円 

135ｔ ・  79百万円 

(前年同月比   103ｔ減 ・  177百万円増) 

（前年同月比 1,001ｔ減 ・  119百万円増） 

(前年同月比   109ｔ減 ・    7百万円増) 

(前年同月比   10ｔ増 ・   11百万円増) 

(前年同月比     8ｔ減 ・    9百万円減) 

(前年同月比    85ｔ増 ・   69百万円増) 

(前年同月比   511ｔ減 ・   24百万円減) 

(前年同月比 増減なし ・    9百万円減)   

(前年同月比    26ｔ減 ・   36百万円減) 

(前年同月比 3,766ｔ増 ・  533百万円増) 

(前年同月比   50ｔ増 ・   76百万円増) 

(前年同月比  483ｔ減 ・   7百万円増) 

・ 道が10月27日に公表した秋サケ定置網漁の漁獲速報によると､10月20日現在の全道の漁獲数は､

前年同期比66.2％増の2,560万3千匹だった｡近年の豊漁の目安となる3千万匹を7年振りに回復

する可能性が高い｡ただ､漁体は小さく､漁獲金額は漁獲数の伸びほど増えていない｡海区別では､

漁獲数の6割を占めるオホーツクが､同63.4％増の1,611万6千匹と全体をけん引｡日本海が

77.3％増の491万7千匹と続いた｡根室は75.8％増の265万9千匹､えりも以東(十勝･釧路管内な

ど)は27.8％増の111万4千匹､えりも以西(胆振･日高管内など)は79万4千匹で前年同期の2倍と

なるなど､全5海区で前年実績を上回った｡漁獲金額は同37.6％増の566億1千万円｡5年ぶりに500

億円を超えたが､水産関係者によると漁体の小型化も影響し､10月に入ってから販売単価は下落

傾向が続いている｡ 

・ 10月31日現在の日高沿岸秋サケ定置漁業の漁獲状況(速報値)｡漁獲量は前年同期比で158.5％､

金額は145.6％と赤潮の影響で不漁が続いていた昨年は上回ったが､えりも以東西部(庶野～え

りも岬)では前年同期比漁獲量53.0％､金額は49.0％と依然低調｡31日までの日高沿岸秋サケ定

置網漁は､漁獲量が1,412.5㌧(前年同期891㌧)。漁獲数は44万1,286匹(同26万6,309匹)で､前年

比165.7％｡金額は12億1,558万円(同8億3,490万円)｡1㌔当たりの金額は前年同期の937円から

861円に低下｡1匹当たりの重量は前年同期の3.35㌔を下回る3.20㌔だった｡過去5カ年同期平均

と比べると､えりも以東西部の漁獲量は53.7％､金額は58.8％､えりも以西日高は漁獲量46.0％､

金額が51.1％と約5割ほど｡全体では漁獲量47.0％､金額は52.1％と低調となっている｡ 

 （対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 



３ 

 

〔軽種馬生産業〕 

・ 静内の北海道市場で開かれていた今年最後のサラブレッド1歳馬の競り市｢オータムセール｣が18

日､2日間の日程を終了した｡426頭が上場し､329頭が売却､売却総額は税込で12億9,173万円｡売却

率は77.23％だった｡購買登録者数は1,095人で前年より37人多く､昨年から導入のオンラインピッ

トシステム登録者数も3人多い65人だった｡最高額取引馬は牡馬2頭の1,760万円で､いずれも新ひ

だか町･グランド牧場生産の｢スプリングサンダー2021｣､同生産馬の｢プレシャスヴィガー2021｣｡

牝馬の最高額は平取町･オークツリーファーム生産の｢エールドクラージュ2021｣が1,540万円｡ 

・ 日高管内の700以上の軽種馬牧場が加盟する日高軽種馬農協主催の年5回の馬の競り市が全日程を 

終えた｡年間売却総額は165億1,573万円と4年連続の過去最高更新で､馬産業は新型コロナウイル

ス禍による巣ごもり需要も受けて空前の活況が続く｡生産頭数や売却率も増加傾向が続く一方､

牧場は人手不足が深刻で､売れた馬の引き受け体制の逼迫を心配する声も聞かれる｡今年の5回の

競りの合計売却頭数は2,059頭｡2005年の781頭の約2.6倍｡08年までは30％前後で推移していた売

却率も徐々に上昇し､17年以降は70％を超えている｡今年は78.31％に達し､過去30年間で最高だっ

た｡一方､馬産関係者は｢競りが活況の反面､売れた馬を受け入れて調教する育成牧場の人手不足は

深刻で､厩務員や騎乗して調教する人を海外の労働者に頼ってきた｡そこに､ますますの馬産業の

活況で騎乗員らの業務量が激増している｣と明かす｡騎乗員らの育成には時間がかかり､いかに人

手を確保するかが業界の大きな課題になっている｡ 

 

〔農 業〕 

・ 新ひだか町内でバー｢ＢＲＡ月光｣を経営するワインソムリエの石黒健治さんは､ワイン用のブド

ウを栽培する新冠町の農園で今年もブドウの収穫を行った｡毎年ボランティアを募っており､今年

も町内外から30人ほどが集まり2日かけて剪定や収穫作業に精を出した｡今回収穫したブドウ約350

㌔を使い､750mlの赤ワインを約300本造る予定｡ 

〔花き栽培〕 

･ 10月の花き出荷実績は､70万本､金額 1億 768万円(前年 115万本､1億 3,264万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､10億 

9,400万円で､前年同月比4億4,900万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和4年10月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 2 0 1 3 31 0 5 36 0 
浦 河 町 2 1 8 11 33 39 28 100 0 
様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

えりも町 1 2 2 5 7 6 10 23 0 
広 尾 町 0 0 1 1 0 0 5 5 1 

計 5 3 12 20 71 45 48 164 2 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 1億 6,400万円となった(前年同月 1億 9,300万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は5件下回り､金額は2,900万円下回った｡ 

・ 10月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 2件で､前年同月比 4件の減少とな 

った｡ 



４ 

 

 

〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が522㌧(前年640㌧)で前年比18.4％の減少｡ 

出荷金額は1,098万円(同1,300万円)で前年比15.5％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材10月の受注は少なく､前年並みとなっている｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産のダイコン､ニンジン､ハクサイ､レタス､キュウリ等が主体となっている｡本州産

では､キャベツ､ニラ､ナス､サツマイモが出荷されている｡果物は､道内産のリンゴ､ブドウが主

となり､本州産のミカン､カキが多く出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ ひだか東農協と町が､浦河産黒毛和牛の地元での知名度向上や消費拡大に取り組んでいる｡浦河

産の肥育和牛は有名ブランド｢みついし牛｣として主に首都圏に出荷されている｡しかし､地元で

は浦河が生産地の一つだと知られていないことが課題だった｡同農協は町内で経営するスーパ

ーで肉の販売を始めたほか､町のふるさと納税の返礼品に加えるなど､和牛生産地としての浦河

をＰＲする｡地元の名産品を地域住民に広く知ってもらうため､同農協のＡコープ荻伏店は今月

4日から､商品の取扱いを始めた｡ステーキ用 200㌘や､焼き肉用 300㌘など 4種類(いずれも 1

点 3,780 円)を取りそろえた｡このほか､同農協は町のふるさと納税返礼品にも和牛の食べ比べ

セット(寄付額4万5千円)を登録｡町内だけではなく､町外にも魅力を発信する｡ 

〔観光・その他〕 

・ 日高振興局は 10 月 11 日から､競走馬を擬人化したスマートフォン向けの人気ゲーム｢ウマ娘

プリティーダービー｣を活用して馬産地に観光客を呼び込もうと､登場するキャラクターの等

身大パネルを､ゲームの開発会社｢Cｙｇａｍｅｓ(サイゲームス)｣の協力で､管内7町の観光施

設などに設置した｡11月 30日まで｡▽日高町＝旧日高門別駅(スペシャルウィーク)､道の駅樹

海ロード日高内さるくる(キタサンブラック)▽平取町＝びらとり温泉ゆから(サイレンススズ

カ･ダイタクヘリオス)▽新冠町＝レ･コード館(トウカイテイオー)､新冠温泉ホテルヒルズ(ナ

リタブライアン)▽浦河町＝うらかわ優駿ビレッジアエル(テイエムオペラオー･ウイニングチ

ケット)▽様似町＝ホテルアポイ山荘(ゴールドシップ)､様似観光案内所(メジロマックイーン)

▽えりも町＝襟裳岬｢風の館｣(グラスワンダー･マチカネタンホイザ)▽新ひだか町＝道の駅み

ついし(オグリキャップ)､牧場案内所､観光情報センターぽっぽ(ウォッカ)｡ 

・ ノルウェーのオスロ市から｢サンタランド｣の認定を受けている広尾町の大丸山森林公園で 22

日､ツリー点灯式が開かれ､15万球のイルミネーションが点灯を開始した｡通常のイルミネーシ

ョンのほか､木製イルミネーション(立方体のランタン)5,000個をサンタの家周辺に配置｡来年

1月3日までの午後4時～同10時に点灯する｡3年ぶりに飲食販売やミニコンサートを実施｡ 

・ えりも町で､秋晴れに恵まれた2日､｢えりも海と山の幸フェスティバル｣が3年ぶりに開かれ､

町内外から 4,500 人が来場して､サケのつかみ捕り大会や食べ歩き､郷土芸能､もちまき大会､

抽選会などを楽しんだ｡フィナーレは､会場内の出店団体で500円以上の買い物でもらった引換

券で､町内の特産品が当たる抽選会で締め､来場者は晩秋の1日を心置きなく楽しんでいた｡ 

 



５ 

 

 

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月1件)､負債総額5,500万円(同1,700万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は20件(前年同月12件)､負債総額は35億5,700万円(同13億6,200万円)､倒産件 

 数は前月比3件増加､前年比8件増加した｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は596件(前年同月525件)､負債総額は869億9,500万円(同984億6,400万円)｡ 

倒産件数は前月比3件減少､前年比で71件の増加となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 10月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.70倍で､前年比0.18ポイント上昇、前月比0.10ポイン 

ト下降した。有効求人数は1,031人で前年比123人増加､前月比で1人の減少となった｡有効求職 

者数は608人で前年比10人増加､前月比で36人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.16 

倍で､前年比0.16ポイント上昇､前月と同率となった｡ 
 

 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 
10／ 8   第8回 サウジアラビアロイヤルカップ                    （ＧⅢ） 

ドルチェモア 号              (日高町 下河辺牧場 殿生産） 
 

10／15   第70回 府中牝馬ステークス                              (ＧⅡ) 
      イズジョーノキセキ 号        （新ひだか町 沖田 哲夫 殿生産） 
 
10／16   第24回 東京ハイジャンプ                     （J・ＧⅡ） 
      ゼノヴァース 号            （新冠町 パカパカファーム 殿生産） 
 
10／29   第65回 スワンステークス                      （ＧⅡ）    

ダイアトニック 号             （浦河町 酒井牧場 殿生産） 
 

    
 

令和４年度日高沿岸秋サケ定置漁業の漁獲速報 （累計） （１０月３１日現在） 

  地  区 旧漁協名 漁場数 
漁獲重量  前年同期        前年比   漁獲金額        前年同期        前年比 
(ｋｇ) (ｋｇ) （％） （千円） （千円） （％） 

え り も 庶   野 5 154,570 

 

329,130 47.0 135,070 304,622 44.3 
以東西部 えりも町 3 57,696 69,237 83.3 49,732 72,571 68.5 

（庶野～襟裳岬） 合 計 8 212,266 398,367 53.3 184,802 377,193 49.0 
  えりも町 9 67,356 61,399 

 

 

109.7 63,790 62,402 102.2 
  冬   島 3 59,397 34,812 170.6 53,221 32,992 161.3 
  様   似 4 137,475 64,162 214.3 127,532 62,604 203.7 

え り も 浦   河 4 121,044 57,213 211.6 116,594 57,532 202.7 
以西日高 荻   伏 2 147,563 58,595 251.8 135,649 58,009 233.8 

（襟裳岬～門別） 三   石 3 132,621 41,423 320.2 106,571 35,205 302.7 
  静   内 6 254,657 96,729 263.3 205,898 82,398 249.9 
  新   冠 3 177,586 56,346 315.2 143,131 48,903 292.7 
  門 別 町 4 102,620 21,998 466.5 78,396 17,666 443.8 
  合  計 38 1,200,319 492,677 243.6 1,030,782 457,711 225.2 

日 高 管 内 合 計 46 1,412,585 891,044 158.5 1,215,584 834,904 145.6 

 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 4 年 10 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,627 -59 4 2,430 -9 1 

日 高 町 10,976 -195 -20 5,968 -7 -3 

新 冠 町 5,206 -68 0 2,785 28 10 

新 ひ だ か 町 21,102 -334 -33 11,463 -19 -12 

浦 河 町 11,705 -61 15 6,704 109 18 

様 似 町 4,017 -64 -6 2,103 -15 -5 

え り も 町 4,323 -113 -9 2,070 -35 -5 

日高地区合計 61,956 -894 -49 33,523 52 4 

広 尾 町 6,251 -122 -7 3,243 -3 -4 

大 樹 町 5,433 8 -1 2,787 42 -1 

日高･十勝地区合計 73,640 -1,008 -57 39,553 91 -1 

札 幌 市 1,961,254 8 -44 1,097,258 10,370 409 

江 別 市 119,320 -413 -13 59,460 352 33 

石 狩 市 58,008 -144 24 28,434 139 22 

北 広 島 市 57,470 -369 -13 28,205 110 10 

恵 庭 市 70,312 160 -20 34,921 429 2 

千 歳 市 97,693 -136 28 51,477 419 71 

石狩地区合計 2,364,057 -894 -38 1,299,755 11,819 547 

苫 小 牧 市 168,504 -1,182 -136 90,942 380 -36 

厚 真 町 4,396 11 -17 2,137 26 -13 

む か わ 町 7,576 -59 -38 4,088 46 -27 

胆振地区合計 180,476 -1,230 -191 97,167 452 -76 

営業区域合計 2,618,173 -3,132 -286 1,436,475 12,362 470 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和4年10月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,031 94,838 123 10,303 -1 -742 

月間有効求職者数 608 82,050 10 -2,825 36 -656 

月間有効求人倍率 1.70 1.16 0.18 0.16 -0.10 0.00 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和4年10月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地    区 

苫小牧管内 1 55 0 38 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 20 3,557 8 2,195   
全   国 596 86,995 71 -11,469   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和4年10月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

178,622 1.06 1.00 59,889 1.01 1.00 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和4年10月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和4年10月) 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和4年10月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 12.5 101.5 182.3 0.2 86.2 105.9 

広   尾 12.0 200.5 162.4 0.7 103.2 98.7 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 

 10月 累  計 前年同月 前年同月累計 

 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 3 36 65 1,700 4 62 54 1,600 

浦 河 町 11 100 72 888 16 102 90 1,251 

様 似 町 0 0 33 1,507 0 0 32 458 

え り も 町 5 23 43 412 4 26 38 313 

小 計 19 159 213 4,507 24 190 214 3,622 

広 尾 町 1 5 49 496 1 3 48 515 

総合計 20 164 262 5,003 25 193 262 4,137 

 10月 累 計 前年同月 前年累計 

 件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 19 3 29 

浦 河 町 0 12 1 16 

様 似 町 1 6 1 4 

え り も 町 0 2 0 3 

小 計 1 39 5 52 

広 尾 町 1 10 1 14 

総合計 2 49 6 66 



８ 

 

                      日高振興局からのお知らせ 
 日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、商工業な

ど幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

■林業担い手の確保に向けた取組 

日高地域の豊かな森林を守り育て、次世代に引き継いで

いくため、地域の関係者が連携して、林業担い手の育成・

確保に向けた取組を実施することを目的に「日高地域林業

担い手確保推進協議会」（事務局：日高振興局林務課）を設

立し様々な活動を行っています。 

令和４年(2022 年)９月１日から９月２日の２日間では、

北海道日高高等学校のインターンシップを同協議会の構成

員である沙流川森林組合にて受け入れを行い、平取町、日

高振興局森林室・林務課の協力の下、高性能林業機械（ハ

ーベスター等）やドローン操作体験などを通じて林業への

理解と興味を深めていただきました。 

日高の重要な産業である「林業」をより活性化するため、

これからも林業の魅力を発信して、将来の林業を担う人材

に繋がるよう取組を進めていきます。 

・お問い合わせは日高振興局産業振興部林務課（℡0146-22-9313）まで。 

 

■木育の取組 

 木育（もくいく）とは、子供をはじめとするすべての人が「木とふれあい、木に学び、木と生きる」

取組です。それは、子どもの頃から木を身近に使っていくことを通じて、人と、木や森との関わりを

主体的に考えられる豊かな心を育むことです。 

 日高振興局では、地域の皆様とともに木育を推進しており、今年度の取組の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お問い合わせは日高振興局森林室主査（木育推進）(℡0146-22-2452)まで。 

地元ボランティア団体と連携

した小学校における森林教室 

の開催（新冠町） 

小学生を対象とした夏休み木 

工教室の開催（浦河町） 

町主催イベントでの木育ブー

スの出展・コースターづくり 

の実施（えりも町） 



 

 
 



 

  



 

 
 



 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


